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今
金
町
は
、
冬
期
間
的
印
刷
午
ー
が
多
〈
磁
雪
地
肢
の
た
め
、

h
h

、
を
い
か
に

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
課
題
で
あ
り
ま
し
た
.

町
内
町
小
・
中
学
校
で
は
、
ん
千
円
体
育
授
業
向
正
課
と
し
て
ス
キ
|
授

業
を
取
り
入
れ
る
主
と
、
子
供
か
句
一
般
町
民
ま
で
大
変
ス
キ

l
霊
釘
者

が
多
い
土
地
柄
で
あ
り
ま
す
.

そ
の
よ
う
主
環
境
下
で
、
当
町
に
は
設
備
の
扱
っ
た
ス
キ

l
場
が
主
〈

ま
た
、
近
隣
町
村
に
も
利
用
で
き
る
地
設
が
な
い
た
め
、
リ
フ
ト
が
先
制

さ
れ
た
ス
キ
場
の
開
設
が
ス
キ
愛
好
者
を
は
じ
め
、
教
育
関
係
者
向

間
か
ら
強
い
要
望
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
地
域
住
民
的
レ
タ
リ
ェ

l
y
ヨ
/
施
設
の
充
実

学
校
教
育
の
場
内
拡
大
と
地
域
経
済
的
振
興
を
図
る
た
め
の
ス
キ
場
建

設
に
踏
み
切
り
、
平
成
二
年
皮
肉
完
成
に
向
け
て
リ
フ
ト
挫
設
工
事
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
工
事
的
慨
要
と
こ
れ
に
付
随
す
る
周
辺
整
備
の
計

画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
年
度
工
事
の
概
要

ス
キ

l
場
予
定
地
は
、
国
道
か
ら

見
た
よ
り
は
、
近
く
で
見
る
と
出
何
日

は
川
内
じ
と
.
そ
れ
ほ
ど
町
〈
主
い

山
で
す
が
、
傾
斜
而
も
よ
く
雄
大
で

す
。
本
年
度
工
事
費
と
し
て
約
五
億

八
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
0

・
包
息
地
設
工
事
休
必
・
休
恕

施
設
、
木
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概
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庫
工
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l
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u
p
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リ
フ
ト
建
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工
事
斜
長

1
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9
5
灯
、
支
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幻
碁
‘
ペ
ア
リ
フ
ト

・
圧
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市
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購
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ゲ
レ
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デ
繋
備
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T
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一
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・
氾
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引
込
工
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7
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引
込
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日
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圧
キ

ュ
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ビ

-
防
災
工
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4
0
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長
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5
0
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土
砂
止
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木
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次
年
度
の
工
事
の
概
要

土
砂
止
工

2
ケ
所

平
成
一厄
年
度
に
引
続
き
、

事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

.
夜
間
開
明
工
事

HH
幻
法

M
F
一
、

次
の
工

り
フ
ト
開
明
支

O
O
O
W
幻
灯

コ
ー
ス
附

明
文
段
M
M
法

M
F
一
、

O

O
O
W
W
灯

-
防
災
工
事

本 . 0 ・ 2
M. 0 駐 O
ヰ:x:i:IL 111 0 
工)， .rJ)j 平
，.'-1;;' ! 1工方
司了日， .‘ l 

舗
装
整
備
1

5 

観
賞
用
樹
木

6
0
0

ん
な
ス
キ
l
コ
ー
ス
が
で
き
ま
す

ス
キ
ー
コ

ー
ス
は
、

コ
l
ス
が
計
画
さ
れ
、
初
級
か
ら
上

級
者
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

A
-
B

C
の
三
コ
ス
が
強
備
さ
れ
草
す
。

A
コ
ー
ス
は
延
長

1

3

2

0
灯
と

最
も
長
く
、
平
均
斜
度
日
皮
.
最
大

斜
度
目
叩
皮
で
あ
り
、
主
と
し
て
初

・

中
級
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

B

A
i
E
の
五

-
C
コ
l
ス
は
各
々
、
延
長

4
6
0

ドペ

5
4
0
U
と
短
か
く
平
均
斜
度

• • 
利
用
者
見
込
数
は

日
帰
り
利
用
を
中

心
と
し
た
近
隣

週
末
憎
め
ス
キ

l
場
と
位
置
づ
け
、

さ
ら
に
児
草
生
徒
主
ど
町
ザ
判
的

場
と
し
て
の
ス
キ

l
場
と
し
て
位
世

づ
け
て
い
ま
す
。

日
帰
り
利
用
的
誘
致
圏
は
、
片
道

一
時
間
閥
、
道
路
距
離

ω1ω
粁
げ引

が
誘
致
聞
と

4
え
、
今
金
町
、
北
桧

山
町
瀬
川
叩
町
、
大
成
町
、
熊
石
町
、

長
万
部
町
、
八
山
手
町
を
対
象
と
し
て

年
間
人
込
者
数
六
万
八
千
人
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

管
理
・
運
営
に
つ
い
て

町
で
は
、
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
尖
利
河
開
発
推
進
委
民
会
に
疏
り

な
が
ら
企
業
誘
致
を
第
一
に
巧
之
、

第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
社
運
営
等
も
考

崩
し
な
が
ら
、対
外
部
接
簡
を
進
め
、

げ
度
、
市
度
、
批
大
斜
度

ω皮
.
幻

度
と
比
較
的
急
で
起
伏
に
日
み
、
中

上
級
者
に
と
っ
て
楽
し
め
る
コ

l
ス

に
主

っ
て
い
ま
す
。

リ
フ
ト
に
来

っ
て
山
頂
部

に
降
り
立
つ
と
、
正
而
に
長
万
部
面

(
標
高

9
7
2
いこ

(同
9
8
0
HM)

ま
た
、

カ
ニ
カ
ン
昔

の
山
々
が
望
め
、

阪
下
に
英
利
河
ダ
ム
の
湖
閣
が
広
が

る
素
附
ら
し
い
自
然
景
観
が
楽
し
め

ま
す
。

力スキー 場工事中のピリ

で
き
る
だ
け
効
率
の
よ
い
巡
悦
を
図

り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

直
営
の
場
合
同
料
金
の
設
定
は
、

ニ
セ
コ
な
ど
よ
り
安
い
料
金
で
多
く

の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

検
討
中
で
す
。

営
業
開
始
予
定
は

本
年
度
分
子
定
的
全
て
の
工
事
的

発
註
が
さ
れ
‘
各
業
者
向
干
に
よ

っ

て
進
的
」
つ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
は

傾
斜
地
で
一
部
錐
弱
地
盤
に
加
、
え
て

天
候
不
順
の
た
め
、
全
休
的
に
遅
れ

ぎ
み
で
抑
移
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
工
事
の
進
捗
状
況
、
営

業
主
体
を
院
さ
く
し
な
が
ら
年
内

開
業
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
。

(
次
ベ

l
ジ
へ
紐
き
ま
す
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箸林営

函
館
首
林
支
局
、
今
金
営
林
署
主

催
の
町
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
の

「森
林
の
コ
ー
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
町

凶
校
か
ら
三
十
二
占
、
内
応
募
が
あ
り
‘

狐

リ

ス

ウ

サ

ギ

ア

カ

ゲ

な

ど

小
動
物
な
ど
が
繊
細
に
か
わ
い
ら
し

く
怖
か
れ
て
お
り
ま
し
た
.

全壊を窃i1て褒通
安全運動を屡闘

神
丘
小
学
校
で
は
、
快
晴
に
め
ぐ

ま
れ
た
九
月
三
十
日

ω、
学
校
前
向

成
は
、
平
成
二
年
度
で
工
市
中
山
口
は
三

億
三
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
外
‘
屋
内
プ
ー
ル

(
町山
口
×

5
コ
ー
ス
)
、
池
山
市
浴
場
棟
な
ど
の

鐙
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。• • 

そ
の
作
品
が
今
金
郵
便
局
的
展
示

室
に
十
月
十
六
日
か
ら
同
三
十

一
日

ま
で
展
示
さ
れ
、
期
間
中
、
勅
れ
る

人
た
ち
の
注
目
と
関
心
を
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

今
年
か
ら
み
ど
り
の
日

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

ι
町

森
林
に
よ
り
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
、

町
内
の
小

・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た

も
の
で
す
。

今
金
営
林
署
で
は
、

ル
に
さ
き
だ
っ
て
四
つ
梨
学
校
(美

利
河
、
花
石
、
中
型
的
各
小
に
住
吉

小
休
校
中
、
児
童
二
十
人
)
を
対
象

に
、
奨
利
河
自
然
休
養
林
内
で
議
林

教
室
を
開
催
し
‘
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

や
木
町
育
て
方
、
議
林
の
大
切
さ
等

国
有
林
内
仕
事
、
役
割
噂
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク

一ー一ー一ー一一一
し固
た ill
。で
ヲ匂

"-
通
安
全
illi 
iI~J 
を
展
開
し
ま

ふ
る
さ
と
創
生

模
討
委
員
会

今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
誕
検
討

委
只
会

(
岡
本
健
会
長
)
で
は
、
ふ

る
さ
と
創
生

一
億
円
事
業

(地
方
が

知
恵
を
出
し
、
国
が
支
援
)
円
使
い

途
に
つ
い
て
、
き
さ
に
町
民
的
方
五

十
三
名
か
句
提
案
さ
れ
た
八
十
一
件

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
に
対
し
て
、
全

体
委
員
会
三
回
、
代
表
委
員
協
議
会

一
一
回
を
開
催
し
、
慎
重
に
討
議
を
重

ね
ま
し
た
。

そ
の
結
栄
‘

本
事
業
の
趣
旨
に
基

ふ
る
さ
と
鋼
生

一

図想完

今
回
の
こ
の
作
品
は
、
函
館
，
H
林

支
局
に
も
展
示
予
定
が
あ
り
、
ま
た
、

世
林
地
泊
で
は
「
子
供
た
ち
の
作
品
デ

ザ
イ
ン
で
の
コ
ス
タ

1
作
り
の
相

械
に
も
応
じ
ま
す
。
」
と
話
し
て
お

り
，
ま
ゆ

1
v
ト
~
。

ハ乙

1 
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一

こ
の
日
は
、
交
通
安
全
線
垣
間
入
り

の
横
断
幕
二
枚
と
ド
ラ
イ
バ
ー
に
袋

入
り
の
じ
ゃ
が
い
も
や
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
込
め
て
ベ
ン
で
文
字
や
絵
を

書
き
、
半
校
名
、
児
童
名
を
記
入
し

た
カ
!
ド
を
手
渡
し
「
交
通
安
全
を
」

大
き
な
戸
で
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

ニ
的
カ
ド
を
も
ら

っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
の

一
人
か
ら
、
お
札
と
交
通
安

全
の
哲
い
の
手
紙
が
同
校
内
児
輩
、他

に
開
き
、
こ
の
巡
動
を
理
解
し
て
く

れ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

大き立声で吏通安全を展開LまLた

億
円
の

只
会
と
し
て
は
、
町
自
ら
本
事
業
向

魁
旨
に
基
づ
き
事
撲
の
円
滑
な
推
進

を
図
る
た
め
、
交
付
金
と
同
額
の
一

億
円
を
基
金
に

m
A立
て
し
、
基
金

総
額
二
億
円
と
し
て
運
用
を
図
る
こ

と
を
切
に
要
望
し
ま
す
。
②
本
事
業

の
推
進
に
よ
り
、
町
民
一
人
一
人
が

わ
が
町
今
金
町
の
地
域
振
興
を
真
剣

に
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
が

恒
久
に
続
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
以
上
町
二
占
が
付
衛
意
見

1
 
4
 
〔

使
途
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出

会長代理カ、ら町長へ意見書を提出

づ
き
、
ふ
る
さ
と
創
生

(地

域
振
興
)
を
目
的
と
し
、
活

力
と
魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
仮
称
今
金
町

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
的
設
置

事
業
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
卒

業
と
し
て
意
見
書
的
提
出
が

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
付
幣
意
見
と
し
て

①
本
事
業
の
巡
包
に
あ
た

っ

て
は
、
適
当
事
撲
を
都
織
す

る
機
関
を
設
け
、
財
源
に
つ

い
て
は
交
付
金
の

一
億
円
か

ら
生
ず
る
収
誌
を
も
っ
て
充

て
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
委

e 
高齢脅生きがい創造

事農舎金大会開催

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
卒
業
道
南

地
区
実
行
委
只
会
主
催
の
「
悶
齢
者

生
き
が
い
創
造
卒
業
今
金
大
会
」
が

九
月
三
十
日
、
町
民
セ
ン
タ
で
開

催
さ
れ
‘
管
内
各
町
か
ら
約
三
五

O

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
急
速
に
進
む
高
附
化
社
会

の
中
で
、
お
年
寄
り
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境
や
体
力
な

ど
に
応
じ
た
生
き
が
い
を
ど
う

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か

そ
の
道
筋
を
探
る
の
を
ね
句
い

と
し
た
も
の
で
す
。

午
前
中
は

「
人
生
、

ら
が
本
番
だ
」
と
題
し
て
日
本

生
雄
教
育
学
会
的
航
れ
厚
彦
型

事
が
老
人
を
と
リ
ま
〈
路
間
組

を
講
減
、
参
加
さ
れ
た
老
人
た

ち
は
、
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

三
世

代
前
芸
発
表
会
が
位
さ
れ
、
幼

こ
れ
か

と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
町
で
は
、
検
討
委

只
会
的
定
見
舎
の
趣
旨
を
尊
重
し
な

が
ら
、
ま
た
、
さ
ら
に
大
き
な
財
源

が
伴
う
こ
と
か
ら
検
討
に
検
討
を
加

え
、
十
二
月
定
例
会
ま
で
に
は
談
会

に
お
諮
り
し
、

J
市
力
と
魅
力
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
e

創
生
の
た
め
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
.

そ
の
ほ
か
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
ニ
的
事
業
に

限
ら
ず
、
町
政
の
各
分
刑
判
に
お
い
て

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。稚

園
児
や
各
保
育
所
児
童
・婦
連
協
、

老
人
ク
ラ
ブ
.

持
踊
愛
好
会
只
帯
が

こ
の
自
の
た
め
に

一
生
懸
命
練
習
し

た、

二
十

一
傾
向
歌
や
削
り
等
を
披

露
す
る
と
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
.セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
は
、

お
年
寄
り
た
ち
の
作
品
展
示
会
が
聞

か
れ
、
ク
ロ
ス
刺
し
ゅ
う
や
ち
ぎ
り

絵
、
書
道
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
縄
細

工
、
木
工
品
な
ど
、
い
ず
れ
も
趣
味
を

生
か
し
て
作
成
し
た
見
事
な
作
品
ば
か

り
約
二
百
点
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者

た
ち
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
大
会
が
大
変
、

中
味
的
濃
い
も
の
と
な
り
、
意
義
的

ま
た
、

あ
る
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
お
り

事
AFt
レ
ゎ
~
。

爆笑をさそった小百合保育園の大山太鼓の熱演
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町

荒井さん

和町
内
、
昭
和
町
で
洋
品
庖
を
営
む

荒
井
彦
五
郎
さ
ん
は
、
二
十
数
年
の

=
肩
塵
橿
巴
闇
る
い

カ
ラ
1
仕
』向
日
@

パ
ス
待
合
問
問完
戚

畑
窃
島
し
の

日進地区で

く
ま
舗
塑

日
進
地
区
の
ピ

l
ト
畑
に
出
没
、

畑
作
物
を
荒
ら
し
て
い
た
ク
マ

一
一聞

が
九
月
二
十
八
日
、
畑
に
仕
掛
け
て

あ
っ
た
鉄
製
の

n
オ
リ
H

で
捕
獲
さ

れ
、
射
殺
さ
れ
ま
し
た
。

鉄
製
の
オ
リ
は
高
さ

一
・
二
灯
、

幅

一
μ
×ニ
μ
で、

中
に
峰
ミ
ツ
を

世
き
、

7
7
が
好
物
を
求
め
て
入
る

と
、
瓜
が
閉
じ
る
仕
掛
け
の
も
の
で

す
。

長
き
に
わ
た
り
、
盟
国
小
児
童
に
図

り
を
附
り
続
け
、
大
変
感
鮒
さ
れ
て

い
ま
す
。

荒
井
さ
ん
は
「
自
分
が
今
、
こ
の

よ
う
に
生
活
で
き
る
円
は
学
校
の
お

か
げ
、
後
輩
の
た
め
に
何
か
を
し
て

あ
げ
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
図

書
が
ほ
し
い
L

と
言
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、
図
書
を
贈
り
続
け
て
い

る
も
の
で
す
。

九
月
二
十
五
日
、
児
童
会
の
代
表

三
名
が
荒
井
さ
ん
毛
を
訪
れ
、
感
瀦

の
手
紙
を
朗
枕
し
て
手
波
し
ま
し
子
、

ま
た
、
盟
問
小
学
校
で
は
贈
呈
さ

い九

れ
た
図
砕
を
、
委
民
会
活
動
向

一
環

耐

と
し
て
、
毎
週
児
童
に
貸
し
出
し

ι
受
渡
し
し
て
情
操
教
育
的

一
助
と
し

削

て
い
ま
す
。

一口

荒
升
さ
ん
は
、
こ
れ
か
り
も
で
き

紙

る
だ
け
長
く
、
子
供
た
ち
の
た
め
に

併

な
る
図
書
を
贈
り
続
け
た

い
と
話
し

L
 
制

て
お
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
国
鉄
瀬
棚
線
廃
止
に
と

も
な
う
パ
ス
路
線
に
利
用
者
か
ら
強

い
嬰
監
の
あ

っ
た
待
合
所
五
か
所

(英
利
河
、
花
石
、
住
吉
、
純
川、

神

丘
)
を
殻
世
し
、
利
用
者
か
ら
雨
や

吹
告
の
日
も
安
心
と
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

完
成
し
た
待
合
所
は

三
角
屋
根

• • 
で
ス
ベ
ス
は
六
平
方
口
四
か
所
と

十
二
平
方

μ
一
か
所

(
極
川
)
で
配

色
は
、
屋
川
慨
が
紺
色
に
自
の
ふ
ち
ど

り
、
外
壁
は
滋
賀
色
で
室
内
を
明
る

く
す
る
た
め
に
、
自
の
絡
子
窓
を
多

く
配
し
た
明
る
い
設
計
に
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
室
内
も
浪
黄
色
の
明
る
い
カ

ラ
l
仕
上
と
な
り
、

ベ
ン
チ
(
今
金
営

林
署
が
製
作
し
た
、
今
金
特
産
カ
ラ
松

材
を
焼
い
て
塗
装
仕
上
げ
し
た
も
の
)

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

州
継
さ
れ
た
ク
マ
は
、
推
定
五
段

の
雌
グ
マ
で
体
重
百
三
十
五
J
で
し

た
他
に
も
町
内
で
出
没
が
何
度
か
目

験
さ
れ
て
い
ま
す
。
き
の
こ
探
り
に

出
か
け
る
方
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ

け
て
下
さ
、

。

捕獲 された〈ま

的
問
画
も
平
成
二
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し

た
平
成
十
二
年
度
を
回
線
と
す
る
新

し
い
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
.

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
近
年
内
社

会
、
経
済
情
勢
町
若
し
い
変
化
を
踏

ま
え
な
が
ら
、長
期
的
、大
局
的
な
視

占
で

の
計
画
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
当
局
が
努

力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

今
ま
で
以
上
に
町
民
的
方
々
の
ご
理

解
と
こ
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ア

ン
ケ
ー
ト
剥
貨
を
実
施
し
、
今
金
町

の
現
状
と
繰
越
、
将
来
の
目
椋
な
ど

に
つ
い
て
、
換
に
考
え
、
行
政
と
町

民
が

一
体
と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
剖

函
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。な

お
、
こ

の
調
査
は
今
金
町
に
お

住
ま
い
の
二
十
歳
以
上
の
町
民
的
方

か
ら
無
作
為
に
一
干
名
を
対
象
に
選

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
は
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
の
目

的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
間
査
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
潤
務
課
企
画

例
経
係
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〕B
 
〔

町

~~世抱位向~ての

ま寄づくり巴ご慨を

金A "7 
町
で
は
、
昭
利
五
十
六
年
に
策
定

し
た

「
今
金
町
総
合
計
図
」
に
よ

っ

て
η

創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
健
康

で
政
か
な
町
づ
く
り
H

円
形
成
に
努

め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ニ

大声様の中各選手力走しました。

気合いいっぱいのスタートでLた

• 

パークゴルフ大会

雨の中、ゴルフ貫骨を味わっていま Lた。
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八東小学機

学校紹介

八
東
小
学
校
(
杉
村
義
弘
校
長
)

は
、
今
金
町
町
南
側
に
位
置
し
、
今

金
市
街
地
か
ら
凶

J
U弱
と
一
番
近

い
学
校
で
す
。

創
立
は
、
明
治
三
十
二
年
五
月
十

二
日
、
閉
口
五
閥
、
奥
行
三
間
(
十

園
口幽
圃

お
ど
ろ
い
て
ば
か
り
の
遠
足

盟
国
小
五

年

佐

藤

由

美

子

九
月
二
十
二
日
遠
足
で
江
差
へ
行

き
ま
し
た
。
パ
ス
の
中
で
親
子
熊
の

岩
や
三
味
線
山
吉
な
ど
い
ろ
ん
な
岩
を

見
た
り
地
層
も
見
ま
し
た
。

最
初
、
郷
土
資
料
館
へ
行
っ
て
、

関
脇
丸
や
た
い
ほ
う
、
出
問
主
ど
た
く

さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
次
に
行
っ
た

繊
山
家
で
は
、
ま
ず
そ
の
家
に
い

た
お
ば
あ
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
此
ロ
の
江
差
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
ま

L
P
、

そ
れ
で
、
私
が
び

っ
く
り
し
た
、
と

⑦

i
!
i
l
i
l
-
i
 

一
早
く
、
役
に
立
つ

一

人
に
な
り
た
い

一

横

山

美

香

さ

ん

伽

&
 
芭

'.句"電

五
坪
)
門
校
舎
と
十
九
名
町
児
輩
、

一
名
の
教
員
で
、
第
四
利
別
簡
易
教

育
所
と
し
て
開
校
し
、
現
在
ま
で
卒

業
生
一
千
九
百
二
十
九
名
を
送
り
出

し
た
古
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校

で
す
。昭
和
五
十
年
二
月
二
十
二
日
に
旧

校
舎
が
全
焼
し
、
同
五
十
年
十
二
月

二
十
五
日
に
現
在
の
近
代
的
設
備
の

盤
っ
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ

Y

7
平
屋
建
(
床
開
制
九
百
九
十
九
平

方
幻
)
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
当
時

と
し
て
は
初
め
て
の
氾
気
峨
房
が
設

備
さ
れ
た
学
校
で
す
。
理
年
五
月
に

属
内
体
育
館
も
完
成
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
に
中
学
校
が

小学校全1¥ 

• • 
圃
函
圏

い
う
か
、
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
で

「
江
差
町
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
江
廷
の

五
月
は
江
戸
よ
り
も
に
ぎ
や
か
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
私
は
「
江
戸

よ
り
も
江
差
は
小
さ
い
け
れ
ど
に

さ
や
か
な
時
も
あ
る
ん
だ
な
あ
日

と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
私
は
学
校

で
先
生
に
「
か
も
め
'
仏
は
上
か
ら
見

る
と
、
か
も
め
が
飛
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
か
ら
か
も
め
品
っ
て

い
う

名
が
つ
い
た
ん
だ
よ
U

と
聞
い
た

け
ど
、
お
ば
あ
さ
ん
が
「
そ
れ
は
、

あ
と
か
ら
の
こ
と
で
、
も
っ
と
甘
か

ら
、
か
も
め
が
た
く
さ
ん
と
ま
る
か

三
月
に
札
幌
の
専
門
学
校
を
卒
業

し
て
豊
寿
図
に
寮
母
と
し
て
勤
め
ま

し
た
。
寸
最
初
は
、
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
が
親
切
に
指
導
し
て

く
れ
る
の
で
な
ん
と
か
勤
ま

っ
て

い
ま
す
。
年
く
入
所
者
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
阪
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
U

桃
山
さ
ん
は
、
瀬
棚
町
出
身
で
お

父
さ
ん
は
附
処
に
勤
務
さ
れ
、
そ
の

一
人
以
さ
ん
で
す
。

組
味
は

.
7
ラ
リ
ネ
y
ト
、
水
泳
、

テ
ニ
ス
、
休
日
に
は
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
と
古
う
税
代
的
で
、
大
変
明
る

い
娘
き
ん
で
す
。

今
金
中
に
統
合
さ
れ
、
小

学
校
の
み
と
な
る
。
児
童

数
は
、
昭
和
二
十
七
年
に

百
九
十
七
名
お
り
ま
し
た

が
年
々
減
少
し
、
現
在
的

、

児
童
数
は
五
十
名
で
山
中
式

酢

学
級
二
学
級

(
一
年
と
二

綜

年
生
)
複
式
学
級
は
二
学

↑伊

級

(
一一一
、
凶
年
、
五
、
六

一表

年
生
)
の
計
凶
等
級
で
す
。

割

教
育
の
盟
市
白
椋
は

「心

学

の
ふ
れ
あ
い
を
だ
い
じ
に

し
、
み
ず
か
ら
学
ぶ
意
欲

F

寺
川
め
る
子
ど
も
の
育
成
」

JF

を
か
か
げ
、
過
去
二
年
間

「
日
出
生
活
町
中
で
生
き

る
言
語
能
力
を
高
め
る
指
噂
」
を
校

内
研
究
明
昨
姐
と
し
て
設
定
し
、
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
子
供
た
ち
の
目
指
生
活
町
中
に

学
習
発
表
的
力
が
徐
々
に
つ
き
は
じ

め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

H

児
童
の
表
現
力
を
高

め
る

L
大
勢
町
前
で
自
分
的
意
見
を

ハ

y
キ
リ
言
え
る
児
童
に
し
た
い
)

た
め
、
今
年
か
ら
、
は
あ
と
記
念
財

団
の
へ
き
地
教
育
研
究
助
成
対
象
校

と
主
り
江
差
町
内
南
が
丘
小
学
校

(児
童
数
二
百
八
十
七
名
)
と
の
一

年
間
的
交
流
を
は
じ
め
て
い
る
。
最

初
は
、
足
が
波
え
た
り
、
ピ
ク
ピ
ク

し
て
い
た
が
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
馴

2年生
句
か
も
め

μ
っ
て
い
う
ん
だ
よ
。
」
と

お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ

ん
の
献
し
を
聞
い
た
あ
と
家
内
中
を

見
学
し
ま
し
た
。
む
か
し
の
家
に
は

か
な
ら
ず
あ

っ
た
、
い
ろ
り
も
初
め

て
見
ま
し
た
。
今
、
ふ
?
つ
の
家
に

は
あ
ま
り
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
部
屋
と
部
屋
内
聞
は
、

く
つ
を
は
い
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
く
つ
を

は
か
な
く
て
も
わ
た
れ
る
は
し
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ロ
そ
の
聞

は
、
子
供
が
ジ
ャ
ン
プ
す
れ
ば
な
ん

と
か
わ
た
れ
る
く
ら
い
の
聞
で
し
た
。

「
土
問
」
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

お
く
に
行
く
と
.
む
か
し
の
さ
い
ふ

や
ぽ
う
え
ん
き
ょ
う
な
ど
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
「
私
も

一
度
こ
ん
な

家
に
住
ん
で
み
た
い
な
あ
日

と

思

い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
か
も
め
品
を
見
学
し
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
パ
ス
の
中
で

ゲ

l
ム
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り

し
て
ツ
バ
メ
の

ひ
な
が
パ
ス
に

の
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
年
内
秋
の
述
足
は
、
江
琵
に
行

っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
半
分
以
上
だ

っ
た
の
で
、
い
い
勉
強
に
な

っ
た
と

川
内
十
ほ
け
い
|
I
l
l
i
-
-
-
-
-

「
ゐ
ん
怠
の
広
場
」
は
.
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
一百
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

れ
、
繰
り
返
す
た
び
に
発
表
力
が
つ

き
は
じ
め
て
い
る
。

ま
た
、
屋
外
ス
ポ

y
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
川
年
、
学
校
高
山
に

部
孫
の
有
志
が
労
力
奉
仕
、

一
部
資

材
等
を
提
供
し
、
ス
キ
ー
の
ロ
ー
プ

と
う
が
設
置
さ
れ
、
い
ま
ま
で
の
三

倍
か
ら
四
倍
も
清
べ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
@
父
兄
も
一
緒
に
滑
べ
る
よ
う

に
な
り
、
技
術
も
向
上
し
、
冬
の
体

力
づ
く
り
の
目
玉
に
主
っ
て
い
る
。

〈
学
校
長

一
言〉

八
束
地
区
は
、
今
金
町
内
殺
合
地

借
と
し
て
後
継
者
が
安
定
し
て
い
る
。

今
後
、
児
童
数
の
減
少
は
極
小
の
見

込
み
で
‘
今
年
か
ら
配
世
に
な

っ
た

事
務
官
は
、
五
年
間
雌
保
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

南
が
丘
小
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

一
年
き
リ
の
交
流
で
な
く
、
自
分
た

ち
の
視
野
を
広
め
て
ゆ
く
た
め
に
も

あ
ら
ゆ
る
面
で
効
果
が
あ
る
の
で
、

学
校
単
位
、
友
達
同
志
で
文
通
な
ど

を
通
し
て
長
い
お
つ
き
あ
い
を
続
け

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
内
中
に

聞
か
れ
た
学
校
と
し
て
、
部
落
的
発

展
に
も
負
献
し
た
い
.

〕自〔

との3("涜会

... \~責小掌校体育館)
(~手

• • 
俳句 i

晩Y革舷秋tモ=:!亡守山Z新， ¥ 
学T聴1附IU.庇主夫aの 刊x) 
めのやサの端ul!H
星t耳2聖まイ称、の伏ふ)
の傾E火かロ子r灯tせ ) 
忠、=けををに台日/lfJ'i 
づて連日残雪掛か白』き 1 
〈 虫tぶしけし澄す 1
枯ftのヰL3谷Eれ ff2ま l
野の声え干骨、にば芭Eす ( 
道t 子守!)'j'i/iLt 虫t( 
ゆむの 1
1ll'畠声i

2t ; 
辻伊柴吉斉石杉 i
藤谷田 穣 井本 (

智 j
知翠澄正み恵あ }
子女子恒ち子い i

..........--_.----利別俳句会J

;延安の戸イドjレ一一

j民活設F曹関 4谷崎 友香、
;~ .....‘・・~ -~ .. '...._..:昭和63年 l月20日生まれ)
; 4j恥 E司E晴司 田代制敏之さんのニ女

同圃ー....f:必寸.:?""""iO.l・圃 I親から]
一克軍司J曹司U・圃 うちでいちばん元気な干. タオルのは l
I'Jii要警曽唾竃~ じっ こをつヵ、んでお U るねしたり、 3 I 
f宅宗翠醤置薗.. .番目ともなるとなかなかたくましい
4本ミヲ・・・E虫垂1 どんな宜的子に育つかな I

〕9
 
〔

'"る 4

~森 逢菜、
(昭和田年12月 6日生まれ)

日ノ出町森 勉さんの長女

[観から1
我が家円以は.今人見知りの真最中

です。 ii1くみんなにだっこ してもらえ

るといいね。

元気でやさしい子に有ってねH



a 
a 
巨

せて

-v
除
雪
車
の
運
転
手
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪

4
辺
転
向
臨
時
職

u

を
次
の
と
お
り
非
集
し
ま
す
。

戸
」

・
府

川

則

間

十

二
月
二

1
一
日

1

刊
年

三
月
二
十
日
ま
で

・
雇
用
人
民
十
一
名

・
巾
込
期
間
+
一
月
七
日

i
同
二

!
日
日
ま
で

・
応
募
資
料
町
内
抗
甘
者
で
年
齢

は
四
イ
五
歳
未
満
向
者
。

・
申
込
み
先
役
場
建
設
諜
管
理
係

・
選
考
方
法
的
駅
選
考
と
し
ま
す

の
で
履
田
町
内
と
免
許
統
的
写
し
を

添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

〈
建
設
課
程
理
係
v

v年
金
相
談
日
の
お
し
ら
せ

年
金
に
附
す
る
質
問
や
相
談
を
次

機診を受けて明るい健康づくり

11月みんなの健

の
H
U
で
お
受
け
い
た

L
ま
す
の
で
、

お
公
併
に
ご
刊
川
し
て
卜
さ
い
。

戸
」
2
T
H
 

ある自のあなた‘写真をさ Lあげます

一
、
と

き

十

一
H
二
l
九
日
附

午
前
卜
附
1
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ

役

場

川
民
州
談
，
t

三
、
相
談

μ
刷
飢
村
会
保
険
事
務

所
職
只

一
しれ

〈
町

M
K
M制
球
年
金
係
〉

(
凶

h

γ
も
司
能
)
の
献
血
は
、

あ
な
た
の
他
山
崎
に
さ
し
す
か
え
あ
り

ま
せ
ん
の
で
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

自白し

て

役

場

前

9

∞

i
同

∞

J

一、
脱
協
梢

H

日
i
M
m
e
m

〈
町
民
嗣
祉
課
衛
生
係
〉

V
国
保
税
第
五
期
の
納
期
は

十

一
月
三
十
日
ま
で

町
悦
の
川
民
地
康
保
険
悦
第
rn
則

的
納
則
は
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
で

す
。
納
税
は
も
う
お
前
み
で
す
か
。

納
期
内
に
納
め
る
よ
う
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
税
務
諜
徴
収
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

〈

税
務
課
徴
収
係
〉

V
個
人
事
難
税
、
第
二
期
分
の
納
期

限
は
+
一
月
三
十
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
個
人
が
事
業
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
所
得
に

対
し
て
減
税
さ
れ
る
滋
悦
で
す
。

ー

一
刀
の

l
h
一日
か
ら
三

1
日
ま

で
は
、
第
二
期
分
的
納
期
と
主

っ
て

い
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、
八
月
に

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手
足
の

納
付
札口
を
お
仰
め
の
つ
え
、
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
で
納
期
内
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
納
税
に
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
保
持
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〕日1
 
[
 

社会福祉協議会だより 1 10. 10 
"号止の里子回 戦奪回 社会加祉14，Jl企へ的多舶の
ニ:;if附ありがとうございま Lたー ( Q~林時 )

〈函館市〉 fll 川義豚斗;

松 m 英 雄 喫茶フラワ ー

〈乙部町〉
いしかわスポ '/li1i 

金l凡.1UI¥ 
守主

情
?[ I1 j控 J止

〈熊石町〉 大 合 啓太郎

判liH小学校 PTA 純川祭典山!II踊り全

〈北桧山町〉
組川小学校児童会

純 j'j 
U り 11目 犬

田

抑制町糊I軒鼻山卓踊怜
大 t玩 ア サ

t~ 水 y ナ

〈今金町〉 木 μ2 

金 沢 竹次郎 t1 野 勇 夫

!f 凹 守 やl'

詳
し
く
は
、
桧
山
支
庁
税
務
諜
へ

お

4
ね
く
だ
さ
い
。

〈桧
山
主
庁
税
務
胤
v

v平
成
元
年
度
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
に
つ
い
て

今
年
も

「
い
ま
大
切
主
民
間
社
会

制
制
」
を
ス
ロ
ガ
ン
に
十
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
卜

一
H
ま
で
亦
い
羽

恨
共
同
募
金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
今
金
町
制
会
制
制
協
同
開
会
〉

V
4
過
の
準
備
は
万
全
で
す
か

降
雪
期
を
迎
、
ぇ
路
而
の
凍
結

紛
れ
」や
視
界
不
良
等
道
路
邸
境
が
日

一
日
と
必
化
し
て
お
り
ま
す
。

• • 
運
転
者
向
方
は
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
次
的

、}
と
に
注
芯
し
ま

L

b
e
、
司
J
O

一
、
気
象
内
状
況
に
応
じ
た
安
全
速

度
で
余
裕
の
あ
る
運
転
に
心
が
け

ま
し
ょ
-
70

二
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
町
過
侶
は
危

険
で
す
。
市
中
間
距
離
は
夏
場
内
二

倍
以
上
を
保

っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

「
F
C

三
、
タ
界
時
に
は
、
出
世
行
者
や
対
向

車
等
内
発
見
が
遅
れ
が
ち
で
す
.

早
め
占
灯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

八
北
桧
山
野
察
署
V

項 目 対集者 実施日 時 !日1 対象地区 実施全場 備 考

生後 1 BI.t) 受付時的l 市街地 町民センター
① 3極混合干防接種

12: 50-13: 00 
24-48ヶ月児 2 日~

受付時11¥1
下地区 国 {果 病 院13: 20-13: 30 

② ~L 児 相 i車 生後6・9ヶ月児 2日ω受付3時0l~iii 全地区 町民センター 身体計測 ・保健指導9:30-10:00 

③ l歳6ヶ月児健診 'h f1i1 t l YAk 7 ・8 2日付4受付3時3!-日l 全地区 町民センター 間I何J件含栄検b発メ指J会将計山地指符ケリ4 12: 30-13: 00 
7日(刈 9: (泊-11:40 役 場

13: 15-15: 30 老人福祉センター

15: 40-17:∞ 町民センター

8日制 9 : 30-9: 50 光世i部落全館
10: 05-10: 35 上稲穂会館

10: 50-11: 30 南岸生活改善セノj-

13: 30-14: 00 英府l河生活館
14: /5-14: 55 花石生括改善センタ

15: 05-15: 45 中型保健福祉全館

15: 55-16: 35 住吉生活改善セノ7ー

9 BI，jc) 9 : 30-10∞ 日進寿の家

10: 15-10: 45 白石寿の家 験査内容

④ 
循環器、結紘 20歳以上向 10 : 55-11 : 30 

全地区
八束生活館 尿検査・血圧測定

聞iガン検診 全住民 13: 15-13: 45 イマヌエル寿の家 血液検査

14: 00-14: 30 相i丘福祉会館 レントゲン品iHJ
14: 40-15: 20 鈴 岡 Z五〉、 館

15: 30-16: 45 光の里学園

18: 00-20 : 00 町民セン 7ー
10日ω9 : 30-10 : 45 随川生活館

11: 00-11 : 30 1*4 ~受部落合館
13:15-14∞ 八束初回部落合館

14: 15-15: 05 盟問生活館

15: 15-15: 55 持金生活改善セノター

16: 05-16: 35 ノL鈴集落セノター
14日(刈 9 : 10-11 : 30 老人福相センター

13: 15-15: 30 町民セノター

6目。。 老人福証センター

⑤ 般 相 談 全 住 民
13日u日
10: 00-15: 00 全地区

町民センター
健康相談・保健指導

初日(川 老人福祉センター

27日1111 町民センター

@ 無医地区巡回診療 中型地区住民 15日制 t付時JUI 中里地区 中里保健福祉館 診療科目 内科14: 30-15: 00 

15日制 13ω~ 上生地区幼小学児 同t年川小学校中虫、 イιィ，

I前3歳以上で幼 16日b村 13 : 00- 下'1地区幼小学児 神八取" 得U2，l図学校金l即

⑦ 
イン 7!レエンザ 稚園、保育所、

17日金 13 : 00- rlilhJ也幼児 町民センタ ー
予防接種 学校等の園児、

生徒 22日付413∞~ 生今金<t'?校徒 今金 中学 校

24日閤 13 :∞~ 今金小?校
今金小学校けJI!

⑧ 育 児 講 座 生後 3ヶ月児 16日嗣
畳付時1111 全地区 町民センター 身体計測・保健指導9 : 30-10 : 00 

@ 乳 児 健 壬院人ク .ll:.1&:月4日己7 .10 16日附 文 fi"時111] H 町民センター f山"1科2会栄居養時指保持健術相12今F 12: 30-13: 00 

⑪ 妊 婦 相 談妊婦相談 21日1*1
受付時間l 11 町民センター 倹闘E争キ t栄よ養血指・助導蔵叫指滋12: 45-13: 15 

広
報
紙
に
狗
載
さ

れ
た
写
真
が
ほ
し
い

方
は
広
報
係
に
申
し

出
て
下
さ
い
。

V
国
民
健
康
保
険
医
の
更
新
手
続
き

を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
早
急
に
手

続
き
を

川
保
険
者
証
は
八
月
い

っ
ぱ

い
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ん
け
か

句
は
、
新
保
険
省
証
で
診

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
更
新
手
続
き
を
さ
れ
て
い
む
い
万

は
早
急
に
更
新
手
続
き
を
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈町
民
間
制
課
同
保
係
V

V
献
血
の
お
知
ら
せ

十
一
月

i
六
日
は
、
献
血
の
日
で

す
。
採
血

円
前
に
は
、
必
ず
医
師
が

診
祭
い
た
し
ま
す
。
一

回
二
行

刊日
• • 

1
 
1
 
1
 
〔



~豹やpu 君11月の休日当番匡

正ミ:
今金町国保病院(今金)fi②0221

北絵山町国保病院(北桧山)fi④5321

院(今金)fi②0324

院(i*IT 棚)fi⑦3021

院(北桧山)fi④5011

院(今金)fi@0057 

医

有再

田

山奇

-ロ凶
柑

3日

5日

12日

19日

j(~ 平23日

医I間岩26日

令。*，+080住民の勘態令。g。令や

前月対比

(-9) 

( -12) 

(-6) 

(-21) 

右現

2，499世帯

7，994人

3，881人

4，113人

末月9 

口

世帯数

男

-!l:. 

人
c， 

‘ヮシ」τ
 

めお-ヲトA酔

r飢え

じ
r
太

川忍

ん

川
雄

非
」お悶

(直度五長男)中 12閏9月3日山本

(久子三長男)美干IJ 河9月18日金津

。いつまでもおしあわせに

十
月
六
回
、
平
成
元
年
度
末
初
出
荷
が
あ
り

ま
した
。八
錦
地
区
田
谷
崎
浩
司
き
ん
で
し

た
。
上宵
3
9
3
号
全
量
一
帯
朱
で
し
た
。

編
一
集
一後
一記

-v
広
報
係
に
な

っ
て
十
八
回
自
の
広

報
を
お
届
け
し
ま
す
。
毎
回
、
〆
切

り
に
追
わ
れ
る
中
、
ど
ん
な
記
事

・

文枝さん(北桧山町)英敏な(寒昇)山内石怖!町2

図お〈やみもうしあげます

吉王f
 

77歳10月8日ツヤさん菱田

里

町

イマヌエノレ

美

中

高

88歳

66歳

84歳

10月B日

10月13日

10月18日

藤ーさん

まささん

須田ミツエさん

伊藤

吉村

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
r

し

耐
②

o
j
T番

〕2
 
〔

十
月
九
日
、
種
川
小
学
校
学
校
回
稲
刈

を
全
員
で
し
ま
し
た
。
も
ち
米
で
収
量

は
平
年
作
で
し
た
。

写
真
を
載
せ
る
か
ど
う
し
た
ら
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
が
作

れ
る
の
か
苦
戦
的
連
続
で
す
。
そ
れ

で
も
な
ん
と
か
印
刷
会
社
に
送
付
、

そ
し
て
校
正
と
な
り
、
広
報
か
送
ら

れ
て
来
る
日
を
待
ち
ま
す
。

-v
広
報

が
来
る
日
は
、
朝
か
ら
落
ち
着
き
ま

せ
ん
。
盟
問
字
、
脱
字
が
な
い
か
、
仕

上
り
具
合
は
ど
う
か
、
新
し
い
広
報

紙
を
手
に
し
た
と
き
は
い
つ
も
緊
張

す
る
も
の
で
す
。
V
ゆ
っ
く
り
見
る

間
も
な
く
急
い
で
み
な
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
発
送
し
ま
す
。
-v
夜
、
自
宅

に
帰
っ
て
か
句
印
っ
く
り
、
丹
念
に

何
回
も
何
回
も
広
報
紙
を
見
て
、
反

省
と
次
的
構
恕
を
練
り
ま
す
。
V
以

上
の
よ
う
な
繰
り
返
し
の
中
で
広
報

紙
を
作
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

こ
希
望
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら

係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


